
指導計画・評価規準案（⻘年期の⾃⽴）p.10〜23 

 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ａ
１
章 

⻘
年
期
の
⾃
⽴ 

①⼈の⼀⽣と⽣
活課題 

２ A(1) 
アイ 
A(2) 
アイ 

○⽣涯発達と⻘年期について理解
する。 

○性とパートナーシップについて
理解する。 

・p.10-12から「⻘年期の⾃⽴」で
関⼼をもっていることを挙げ
る。 

・⼈は⽣涯を通じて発達すること
を理解し、これから先、今の⾃
分のよい所をどのように伸ばし
ていきたいのか、考える。 

・⾃⽴には５つの重要な側⾯があ
り、バランスよく発達すること
が⼤切であることを知る。 

・⾃⽴と共⽣は対⽴する概念では
ないこと、共⽣の視点をもった
⾃⽴こそが真の⾃⽴であること
に気づく。 

・ジェンダーとは何か、現在も社
会の中にさまざまなジェンダー
バイアスが存在することを理解
する。 

・DVについて理解をし、教科書
p.15の課題などから、DVの当事
者はどのような考えでそのよう
なことをするのか、ジェンダー
と結びつけて考える。 

・男⼥共同参画社会の実現につい
て、これまでの学習をふまえ、
これからの社会がどうあるべき
か考える。 

 

 
 
 
 
・⼈の⼀⽣につい

て、⽣涯発達の
視点から各ライ
フステージの特
徴と課題につい
て 理 解 し て い
る。 

 
 
 
 
 
 
・⻘年期の課題で

ある⾃⽴につい
て 理 解 し て い
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・⻘年期の課題で

ある男⼥の平等
と協⼒について
理解している。 

・⾃⼰の意思決定
に基づき，責任
をもって⾏動す
ること，男⼥が
協⼒して，家族
の⼀員としての
役割を果たし家
庭を築くことな
どについて主体
的に考え，問題
を⾒いだして課
題を設定してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・男⼥が協⼒して，

家族の⼀員とし
ての役割を果た
し家族を築くこ
とについて，解決
策を構想し，実践
を評価・改善し，
考察したことを
論理的に表現し
ている。 

・⻘年期の⾃⽴に
ついて，課題の
解決に主体的に
取り組もうとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⻘年期の⾃⽴と
家族・家庭につ
いて，⽣活を⼯
夫し創造し，実
践しようとして
いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⻘年期の⾃⽴と

家族・家庭につ
いて，課題解決
に向けた⼀連の
活動を振り返っ
て改善しようと
している。 

②将来を⾒通し
これからを⽣
きる 

１ A(1) 
アイ 
A(2) 
アイ 

○これからの進路や働き⽅につい
て理解する。 

・教科書p.16の導⼊課題を確認
し、将来、社会（家庭を含む）の
中で、⾃分をどう⽣かし、どの
ような⽣き⽅をしたいか考え
る。 

・これからの⽣き⽅についてグル
ープになり、話し合う。教科書
p.16の「進路を決定するための
プロセス」を確認し、意思決定
のプロセスを知る。 

・進学する場合の費⽤について知
り、p.17の課題から、どのように
学費を⽀払うか、⾒通しをもつ。 

・さまざまな雇⽤形態を知り、
p.20-21の「求⼈票」や「給与明
細」を参考に、将来どのような
職業に就くか、考える。 

・労働者の権利をまもるしくみを
知り、それが守られない場合に
解決する⽅法について、p.19の
課題をもちいて考える。 

・教科書p.23「⽣活に⽣かす」で⻘
年期の⾃⽴の学習を振り返りま
とめる。 

 
 
 
 
 
 
 
・⻘年期の課題で

ある意思決定の
重要性について
理解している。 

 
・⾃⽴した⽣活を

営むために必要
な情報の収集・
整理を⾏うこと
を理解している
とともに適切に
できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽣涯を⾒通した

⾃⼰の⽣活につ
いて主体的に考
え，ライフスタイ
ルと将来の家庭
⽣活及び職業⽣
活についてにつ
いて，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表している。 

  この資料は，⼀般社団法⼈教科書協会「教科書発⾏者⾏動規範」に則って作成，配布しております。 



指導計画・評価規準案（家族・家庭）p.24〜43 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ａ
２
章 

家
族
・
家
庭 

①⾃分が拓く⼈
⽣ 

2 A(2) 
アイ 

○⽣活設計と家族・家庭について
理解する。 

・p.24-25から「家族・家庭」につ
いて関⼼をもっていることを挙
げる。 

・「⽣活資源」の定義を確認し、そ
の種類について知る。 

・⾦銭やモノ以外の⽣活資源の重
要性について考え、さまざまな
⽣活資源を活⽤して⽣活設計を
することの重要性を知る。 

・家族の範囲のとらえ⽅は⼈によ
ってさまざまであり、多様化し
ていることを知る。 

・p.28「⼩・中学校の学びとつなげ
る」での家庭の機能をふりかえ
り、⾃分が考える家庭の機能と
⽐べる。 

・家庭の機能の変化は社会の変化
とともに、効率化や新たな産業
の出現によるところが⼤きい。
家庭の機能は⽇常的な⽣活運営
が縮⼩していることと、情緒的
な機能へとシフトしていること
を理解する。 

・世帯規模は縮⼩し、世帯数は増
加している。世帯敬体の変化は、
就業する産業、社会的なサービ
スの有無、家族関係の意識の変
化によっても変化することを理
解する。 

・結婚にかかわる意識の変化と現
状をさまざまなデータから読み
解き、結婚の意味を考える。 

・少⼦化の現状と課題を理解す
る。⼦育ての役割が⼥性に集中
するようになったことと、その
影響について理解する。 

 
 
 
 
 
・⾃⽴した⽣活を

営むために必要
な情報（⽣活資
源）について理
解している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・家族・家庭の機能

と家族関係につ
いて理解してい
る。 

 

・家庭や地域のよ
りよい⽣活を創
造するために，
男 ⼥ が 協 ⼒ し
て，家族の⼀員
としての役割を
果たし家庭を築
くことについて
主体的に考え，
問題を⾒いだし
て課題を設定し
ている。 

 

・家族・家庭につい
て，課題の解決
に主体的に取り
組もうとしてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
家族・家庭につ
いて，⽣活を⼯
夫し創造し，実
践しようとして
いる。 

②個⼈・家族と
地域・社会 

1 A(2) 
アイ 

○個⼈・家族と地域・社会の関係
について理解する。 

・多様な家族形態を知り、家族形
態の「個⼈の基本的⼈権の尊重」
について、p.30の「家族関係を⾒
つめ、新たに創る視点」から考
える。 

・教科書p.31をみて、家族に関す
ることは基本的に家庭内で男⼥
の協⼒の下に⾏われるが、社会
全体で⽀援する制度や施設性津
⽇の充実が必要なことを理解さ
せ、③の家族と法律につなげる。 

・家族・家庭⽣活を
取り巻く社会環
境 の 変 化 や 課
題，家族・家庭と
社会とのかかわ
りについて理解
している。 

・家庭や地域のよ
りよい⽣活を創
造するために， 
男 ⼥ が 協 ⼒ し
て，家族の⼀員
としての役割を
果たし家庭を築
くことについて
考え，⼯夫して
いる。 

 



 
  

③家族と法律 １ A(2) 
アイ 

○家族・家庭⽣活に関する法律に
ついて理解する。 

・⺠法・親族編において婚姻・離
婚・親⼦関係・扶養・相続があ
ることを知る。 

・これまで改正された⺠法につい
て理解し、時代の変化とともに
法律も変化することを知る。 

・p.34-35の家族に関する法律か
ら、結婚・離婚・親⼦関係・扶
養・相続に関する条⽂を読む。 

・法律（例：婚姻の効⼒等）につい
て、グループワークを⾏う。 

・グループワークを踏まえ、⾃分
の考えをワークシートに記⼊す
る。 

・家族・家庭の機能
と家族関係につ
いて理解してい
る。 

 
・家族・家庭⽣活を

取り巻く社会環
境の変化や課題，
家族・家庭と社会
とのかかわりに
ついて理解して
いる。 

・家庭や地域のよ
りよい⽣活を創
造するために， 
男 ⼥ が 協 ⼒ し
て，家族の⼀員
としての役割を
果たし家庭を築
く こ と に つ い
て，実践を評価
したり、改善し
たりしている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・家族・家庭につい

て，課題解決に
向けた⼀連の活
動を振り返って
改善しようとし
ている。 

④持続可能な家
庭⽣活 

１ A(2) 
アイ 

○家庭⽣活と経済の安定について
理解する。 

・家族が貧困に陥りやすいリスク
要因は何か、さらに経済的困窮
が及ぼす影響は何か、考え発表
する。 

・社会保障制度にはどのようなも
のがあるかを具体的に⽰し、リ
スクに対する制度とその受け
⽅、相談先を知る。 

・現在の⽇本が抱える社会保障問
題点について考える。 

・住んでいる地域社会の中で⾏わ
れている互助的な活動を挙げ、
さまざまな⼈びとが参加して取
り組む地域福祉について話し合
う。 

・教科書p.43「⽣活に⽣かす」でこ
れから⾃分はどのように「家庭」
や「地域」と関わっていくか考
えをまとめる。 

・家族・家庭⽣活を
取り巻く社会環
境 の 変 化 や 課
題，家族・家庭と
社会とのかかわ
りについて理解
している。 

・家庭や地域のよ
りよい⽣活を創
造するために， 
男 ⼥ が 協 ⼒ し
て，家族の⼀員
としての役割を
果たし家庭を築
くことについて
の課題解決に向
けた⼀連の活動
について、考察
したことや根拠
やり湯を明確に
して筋道を⽴て
て説明したり、
発表したりして
いる。 

 



指導計画・評価規準案（⼦どもの⽣活と保育）p.44〜67 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ａ
３
章 

⼦
ど
も
の
⽣
活
と
保
育 

①⼦どもの世界 ２ A(3) 
アイ 

○⼦どもの⼈を引き寄せる⼒・育
とうとする⼒について理解す
る。 

○現代の⼦どもを取り巻く問題や
権利について理解する。 

・⼦どもの⾔動などで⾯⽩いと思
ったこと，感動したことを挙げ
る。 

・⼦どもは⽣まれながらに⼈とか
かわる⼒を持っていることを知
る。 

・⼦どもの権利条約について知
り，⼦どもを権利の主体として
とらえる。 

・教科書p.47「考えてみよう」か
ら，⼦どもを取り巻く問題につ
いてグループで話し合い，意⾒
をまとめる。 

・⼦どもを取り巻
く社会環境につ
いて理解してい
る。 

 

・⼦どもを⽣み育
て る こ と の 意
義，⼦どもの健
やかな発達のた
めに親や家族及
び地域や社会の
果たす役割につ
いて問題を⾒い
だして課題を設
定している。 

 
 
 
 
 
 
・⼦どもの⽣活と

保育について，
課題の解決に主
体的に取り組も
うとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②育つ⼦ども ２ A(3) 
アイ 

○幼児の⼼⾝の発達の特徴につい
て理解する。 

○乳幼児の発達には順序があるこ
とを理解し，発達の⽬安を捉え
る。 

○⼦どもの発達における遊びの意
義について理解する。 

○よい玩具の条件や遊びの種類に
ついて理解する。 

○基本的⽣活習慣や社会的⽣活習
慣の重要性について理解する。 

○⼦どもの健康と安全について理
解する。 

・⼦どもの⾝体的発達の特徴，発
達の順序性と個⼈差について知
る。 

・認知と情緒の発達について知
る。 

・教科書p.49「考えてみよう」か
ら，⾃分の幼児期を振り返ると
ともに，第⼀次反抗期の⼦ども
の気持ちを考える。 

・⼦どもの遊びと発達のかかわり
を知り，⼦どもにとっての遊び
の重要性に気づく。 

・好きだった絵本や玩具などを挙
げ，児童⽂化財について知る。 

・⼦どもの⽣活習慣習得には周囲
の⼤⼈の適切な⽀えが重要であ
ることに気づく。 

・⼦どもの健康を⽀える制度や⼦
どもの事故について知り，⼦ど
もの健康と安全について考え
る。 

・乳幼児期の⼼⾝
の発達と⽣活に
ついて理解して
いる。 

 

③⼦どもとかか
わる 

２ A(3) 
アイ 

○⼦どもと適切にかかわるための
基礎的な技能を⾝につける。 

・電⾞の中で⼦どもが泣いたりぐ
ずったりしたとき，周囲のおと
なはどのようなかかわり⽅をし
ているか，⾃分ならどうするか，
発表する。 

・乳幼児と適切に
かかわることが
できる。 

 



 
  

・⼦どもの気持ちを理解し，寄り
添って接することの⼤切さを知
る。 

・⼦どもとふれあうときのポイン
トや注意点などを知る。 

・教科書p.56から，⼦どもの気持
ちに寄り添ったかかわり⽅の⼯
夫を考える。 

・ふれあい体験における⾃分の課
題を考える。 

 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⼦どもの⽣活と
保育について，
⽣活を⼯夫し創
造し，実践しよ
うとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⼦どもの⽣活と

保育について，
課題解決に向け
た⼀連の活動を
振り返って改善
しようとしてい
る。 

④⼦どもの育ち
を⽀える 

２ A(3) 
アイ 

○養育者も⼦どもと共に成⻑して
いくことを理解する。 

○児童虐待を取り巻く問題につい
て理解する。 

○社会全体で⼦育てを⽀援するた
め，⼦育ての環境を整備する重
要性を理解する。 

○⼦育てを⽀える福祉や⼦どもに
関する社会保障について理解す
る。 

・将来，親になったときのことを
想像し，どのような親になりた
いか，⼦どもとどんなことがし
たいかなどを挙げる。 

・愛着と養育者の役割について知
る。 

・教科書p.60-61から，児童虐待の
実情を知り，⼦どもを虐待から
守るためにはどうしたらよいか
考える。 

・⼦どもに関する社会保障や⼦育
てをサポートする制度について
知る。 

・教科書p.67「⽣活に⽣かす」で⼦
どもの⽣活と保育の学習を振り
返りまとめる。 

・親の役割と保育
について理解し
ている。 

・⼦どもを取り巻
く社会環境，⼦
育て⽀援につい
て 理 解 し て い
る。 

・⼦どもを⽣み育
てることの意義
について考える
と共に，⼦ども
の健やかな発達
のために親や家
族及び地域や社
会の果たす役割
の重要性につい
て，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表現してい
る。 



指導計画・評価規準案（⾼齢者の⽣活と福祉）p.68〜81 

 
  

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ａ
４
章 

⾼
齢
者
の
⽣
活
と
福
祉 

①さまざまな⾼
齢期 

１ A(4) 
アイ 

○⾼齢者・⾼齢期の特徴について
理解する。 

○介護や認知症について理解す
る。 

・⾼齢者のイメージを挙げる。 
・⾝近にいる⾼齢者の例やエピソ

ードを挙げ，共通点をまとめな
がら，⾼齢者の多様性に気づく。 

・⾼齢者の⾝体的変化や認知症に
ついて知る。 

・⾼齢者虐待をめぐる問題につい
て知る。 

・⾼齢者の⼼⾝の
特徴，⾼齢者を
取り巻く社会環
境，⾼齢者の尊
厳について理解
している。 

 

・⾼齢者の⾃⽴⽣
活，家族や地域
及び社会の果た
す役割について
問題を⾒いだし
て課題を設定し
ている。 

 
 
 
・⾼齢期の⽣活と

福祉について，
課題の解決に主
体的に取り組も
うとしている。 

 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⾼齢期の⽣活と
福祉について，
⽣活を⼯夫し創
造し，実践しよ
うとしている。 

 
・⾼齢期の⽣活と

福祉について，
課題解決に向け
た⼀連の活動を
振り返って改善
しようとしてい
る。 

②⾼齢者の⽣活
と福祉 

２ A(4) 
アイ 

○⾼齢者の⽣活の特徴について理
解する。 

○⾼齢者にかかわる福祉について
理解する。 

・⾼齢者世帯の収⼊の現状を把握
し，⾼齢者の⽣活を知る。 

・⾼齢者の⽣活⽀援について知
り，疑似体験を⾏い介助の基本
を⾝につける。 

・⾼齢者福祉について知る。 
・教科書p.81「⽣活に⽣かす」で⾼

齢者の⽣活と福祉の学習を振り
返りまとめる。 

・⾼齢者の⾃⽴⽣
活の⽀援や介護
について理解し
て い る と と も
に，⽣活⽀援に
関する基礎的な
技能を⾝に付け
ている。 

・⾼齢者の⾃⽴⽣
活を⽀えるため
に，家族や地域
及び社会の果た
す 役 割 に つ い
て，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表現してい
る。 



指導計画・評価規準案（共⽣社会を⽣きる）p.82〜85 

 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

５
章 

共
⽣
社
会
を
⽣
き
る 

共⽣社会を⽣き
る 

２ A(5) 
アイ 

○共⽣社会の特徴について理解す
る。 

・共⽣社会について知る。 
・ノーマライゼーションについて

知り，バリアフリーやユニバー
サルデザインの具体例に触れな
がら理解を深める。 

・経済のグローバル化における光
と影について知る。 

・教科書p.85「話し合ってみよう」
から，平等や公平について考え，
⾃分なりの考えをまとめる。 

 

・⽣涯を通して家
族・家庭の⽣活
を⽀える福祉や
社会的⽀援につ
いて理解してい
る。 

 

・家庭や地域及び
社会の⼀員とし
ての⾃覚をもっ
て共に⽀え合っ
て⽣活すること
について問題を
⾒いだして課題
を 設 定 し て い
る。 

 
・家庭や地域及び

社会の⼀員とし
ての⾃覚をもっ
て共に⽀え合っ
て⽣活すること
について，解決
策を構想し，実
践を評価・改善
し，考察したこ
とを論理的に表
現している。 

 
・共⽣社会と福祉

について，課題
の解決に主体的
に取り組もうと
している。 

 
・よりよい社会の

構築に向けて，
共⽣⽣活と福祉
について，⽣活
を ⼯ 夫 し 創 造
し，実践しよう
としている。 

 
・共⽣⽣活と福祉

について，課題
解決に向けた⼀
連の活動を振り
返って改善しよ
うとしている。 



指導計画・評価規準案（⾷⽣活と健康）p.86〜131 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｂ
１
章 

⾷
⽣
活
と
健
康 

①⽇本の⾷⽣活
の今 

2 B(1) 
アイ 

○どのように⾷べ，どのように暮
らしているか，⾃分の⾷事を振
り返ることができる。 

・教科書p.86-97から⾷⽣活で関
⼼を持っていることを挙げる。 

・⽇本の⾷⽣活の変化を知り，⽇
本の⾷⽣活における問題点につ
いて考える。 

・⽇々の⾷事の重要性や⾷事を共
にすることの意義について知
る。 

・⾷事と健康との関係を知り，⾃
分の⾷⽣活を振り返って課題を
挙げる。 

・⾃分の⾷⽣活の課題に対して，
改善策を考える。 

 
 
 
・⻘年期における

毎⽇の⾷事の重
要性，⾷事を共
にすることの意
義についてにつ
いて理解してい
る。 

 

・⾷の安全や⾷品
の 調 理 上 の 性
質，⾷⽂化の継
承を考慮した献
⽴作成や調理計
画，健康や環境
に配慮した⾷⽣
活について問題
を⾒いだして課
題を設定してい
る。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⾷⽣活と健康に

ついて，課題の
解決に主体的に
取り組もうとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②五⼤栄養素の
働きと⾷品 

２ B(1) 
アイ 

○五⼤栄養素とその働きについて
理解する。 

・教科書p.90-91から，五⼤栄養素
について確認する。 

・たんぱく質について知る。 
・アミノ酸スコアについて知り，

効率的な摂り⽅について考え
る。 

・脂質について知る。 
・炭⽔化物について知る。 
・班ごとに無機質・ビタミンの種

類を選び，教科書を参考に調べ
る。調べたことを発表する。 

・栄養素の種類と
機能について理
解している。 

 

③おいしさと安
全の科学 

２ B(1) 
アイ 

○調理の⽬的について理解する。 
○⾷品の安全について理解する。 
○調理の基本について理解する。 
・調理の⽬的を知る。 
・教科書p.99「話し合ってみよう」

から，これまでの経験を振り返
り，おいしさにかかわる要因に
ついて考える。 

・⾷品を選ぶときに⼤切だと思う
ことは何か考える。 

・新鮮な⾷品を選ぶ⽅法や⾷品の
表⽰やマークの表す内容につい
て知り，⾷品選びのポイントを
整理する。 

・⾷品の適切な保存⽅法や，調理
器具の適切な取り扱い⽅を知
り，安全で衛⽣的な調理につい
て考える。 

・⾷品の切り⽅や加熱⽅法につい
て知る。 

・調理実習の進め⽅について確認
する。 

・おいしさの構成
要素や⾷品衛⽣
について理解し
ている。 

 



 
  

④さあ 料理を
始めよう 

10 B(1) 
アイ 

○料理の様式に適した調理法など
を理解する。 

○⽇常的な⾷事を整えることがで
きる。 

・調理実習 
 

・⾷品の調理上の
性質を理解して
いるとともに，
⽬的に応じた調
理ができる。 

・⾷の安全や⾷品
の調理上の性質
を考慮した献⽴
作成や調理計画
について，解決
策を構想し，実
践を評価・改善
し，考察したこ
とを論理的に表
現している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⾷⽣活と健康に
ついて，⽣活を
⼯夫し創造し，
実践しようとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⾷⽣活と健康に

ついて，課題解
決に向けた⼀連
の活動を振り返
って改善しよう
としている。 

⑤料理の組み合
わせを考えよ
う 

１ B(1) 
アイ 

○⾷事摂取基準について理解す
る。 

○献⽴について理解する。 
・どのような⾷事がよい⾷事と思

うか挙げる。 
・⾷事摂取基準と⾷品群別摂取量

のめやすを踏まえた献⽴の作成
について知る。 

・教科書p.177「考えてみよう」か
ら，バランスのよい献⽴作成に
取り組む。 

・ライフステージ
に応じた栄養の
特徴について理
解する。 

・⾷品の栄養的特
質について理解
している。 

・⾃⼰や家族の⾷
⽣活の計画・管
理について理解
しているととも
に，適切にでき
る。 

 

⑥多様な⾷⽂化 １ B(1) 
アイ 

○和⾷の特徴について理解する。 
○世界の⾷⽂化について関⼼をも

つ。 
・⽇本の伝統⾷と聞いて思い浮か

べるものを挙げる。 
・⽇本の⾷⽂化を知る。 
・世界の⾷⽂化の特徴を知る。 
・教科書p.125「話し合ってみよ

う」から，和⾷の継承，発展に
ついて考える。 

・伝統的な和⾷の
特徴について，
理解している。 

・⾷⽂化の継承を
考慮した献⽴作
成や調理計画に
ついて，解決策
を構想し，実践
を評価・改善し，
考察したことを
論理的に表現し
ている。 

⑦持続可能な⾷
⽣活 

 

1 B(1) 
アイ 

○⽇本や世界の⾷料⾃給率の現状
から⾷糧事情について理解す
る。 

○持続可能な⾷⽣活に向けて取り
組めることを考える。 

・⾷⽣活にかかわる問題を知る。 
・⾷品の安全を守るしくみや持続

可能な⾷⽣活に向けた取り組み
を知る。 

・教科書p.129「話し合ってみよ
う」から，⾷品ロスについて考
え，⾃分にできることをまとめ
る。 

・教科書p.130「⽣活に⽣かす」で
⾷⽣活と健康の学習を振り返り
まとめる。 

・健康や環境に配
慮した⾷⽣活に
ついて，理解し
ている。 

・健康や環境に配
慮した⾷⽣活に
ついて解決策を
構想し，実践を
評価・改善し，考
察したことを理
論的に表現して
いる。 



指導計画・評価規準案（⾐⽣活と健康）p.132〜157 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｂ
２
章 

⾐
⽣
活
と
健
康 

①⼈間と被服 １ B(2) 
アイ 

○⾐服の社会的背景について理解
する。 

○⾐服の役割について理解する。 
・教科書p.132-133から，⾐⽣活で

関⼼をもっていることを挙げ
る。 

・被服を⾝につける理由について
考える。 

・⼩・中学校で学んだ⾐服の働き
を振り返り，⾐服の起源や被服
の機能について確認する。 

・教科書p.137 4から，ライフステ
ージに応じた被服について考
え，安全で健康な被服の着⽤に
ついてまとめる。 

 
 
 
・ライフステージ

や⽬的に応じた
被服の機能と着
装について理解
している。 

 

・被服の機能性や
快適性，安全で
健康や環境に配
慮した被服の管
理や⽬的に応じ
た着装について
問題を⾒いだし
て課題を設定し
ている。 

 
・⽬的に応じた着

装について，解
決策を構想し，
実践を評価・改
善し，考察した
ことを論理的に
表現している。 

 
 
 
 
 
・⾐⽣活と健康に

ついて，課題の
解決に主体的に
取り組もうとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⾐⽣活と健康に
ついて，⽣活を
⼯夫し創造し，
実践しようとし
ている。 

 

②被服の科学と
管理 

１ B(2) 
アイ 

○⾐服の素材の特徴について理解
する。 

○着⼼地と⾐服の素材の性能につ
いて理解し，性能改善の⼯夫を
知る。 

○適切な被服管理の⽅法について
理解する。 

○洗濯の原理について理解し，科
学的な視点から被服管理ができ
る⼒を⾝につける。 

・着⽤している⾐服の繊維名や組
成表⽰を調べる。 

・繊維の種類や特徴，布の特徴を
知る。 

・性能向上のための様々な加⼯に
ついて知る。 

・着⽤によって⽣じる被服の汚れ
や傷みなどを挙げ，⼿⼊れの必
要性について考える。 

・洗濯の種類と特徴を知り，⾝近
な例を挙げて，適切な洗い⽅や
注意事項について調べる。 

・界⾯活性剤の働きと汚れを落と
すしくみについて，実験や⽰範
⾒学，動画などを⽤いて理解を
深める。 

・被服材料，被服衛
⽣について理解
しているととも
に，被服の管理
が 適 切 に で き
る。 

・被服の機能性や
快 適 性 に つ い
て，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表現してい
る。 



 
  

③被服の選択と
安全 

１ B(2) 
アイ 

○被服計画の必要性について理解
する。 

○表⽰を読み取り，着⼼地や管理，
安全を考えた被服の選択ができ
る⼒を⾝につける。 

・被服を購⼊するときに重視して
いることを挙げる。 

・被服計画を⽴てることの利点，
合理性を認識し，既製服購⼊時
のポイントについてまとめる。 

・正しい採⼨の⽅法を確認する。 
・着⽤している被服の組成表⽰，

取扱い表⽰を記⼊し，それらの
意味を調べる。 

・被服による健康被害や⾐服を原
因とする事故について事例を通
して知り，安全な⾐服の選択に
ついて考える。 

・被服構成につい
て理解している
とともに，被服
の計画が適切に
できる。 

・安全で健康に配
慮した被服の管
理について，解
決策を構想し，
実践を評価・改
善し，考察した
ことを論理的に
表現している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⾐⽣活と健康に

ついて，課題解
決に向けた⼀連
の活動を振り返
って改善しよう
としている。 

④被服を活⽤す
るために 

2 B(2) 
アイ 

○被服の補修に必要な技能を⾝に
つける。 

・ほころび直し，まつり縫い，ボ
タンつけなどの補修技術を確認
する。 

・⼩学校，中学校で学習した縫製
技術を活かしてソーイングケー
スを製作する。 

・被服の補修につ
いて必要な技能
を⾝につけてい
る。 

 

⑤持続可能な⾐
⽣活 

 

1 B(2) 
アイ 

○⾐⽣活における持続可能な社会
について理解する。 

○持続可能な社会を⽬指して⾃分
ができることを考える。 

・⾐⽣活にかかる費⽤や⾐料品の
廃棄率等を知り，⾐⽣活の課題
点を挙げる。 

・教科書p.155「話し合ってみよ
う」から，持続可能な⾐⽣活に
向けた具体的な⼯夫を考え，ま
とめる。 

・教科書p.157「⽣活に⽣かす」で
⾐⽣活と健康の学習を振り返り
まとめる。 

・健康で快適な⾐
⽣活に必要な情
報の収集・整理
が 適 切 に で き
る。 

・環境に配慮した
被服の管理につ
いて，解決策を
構想し，実践を
評価・改善し，考
察したことを論
理的に表現して
いる。 



指導計画・評価規準案（住⽣活と健康）p.158〜177 

題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｂ
３
章 

住
⽣
活
と
健
康 

①⼈間と住ま
い 

 

2 B(3) 
アイ 

○社会の状況によって求められる住
宅機能の変化について理解する。 

〇家族の⽣活と各ライフステージに応
じた住居の条件について考える。 

〇住居の平⾯図について読み取る
ことができる。 

・p.158-159から住⽣活で関⼼を
もっていることを挙げる。 

・社会がおかれている状況と住まい
にはどんな課題があるか考える。 

・教科書p.162-163 3〜5を確認
し，伝統的な⽇本家屋の特徴や
世界のさまざまな住まいから，
気候や⾵⼟，⽣業に適応した住
まい⽅の⼯夫を知る。 

・家族構成の変化に応じて住要求
も変化することを理解し，⾼齢
期の住まいに求められる機能
と，⾼齢者が暮らしやすい住ま
いの⼯夫を整理する。 

・平⾯図や平⾯表⽰記号の⾒⽅を
知り，教科書p.164「話し合っ
てみよう」などの間取りから，
快適な住まいについての希望や
考えをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ライフステージ

に応じた住⽣活
の特徴について
理解している。 

 
 

・住居の機能性
や快適性，住
居と地域社会
との関わり
や，防災など
の安全や環境
に配慮した住
⽣活や住環境
について問題
を⾒いだして
課題を設定し
ている。 

 
 
 
・住居の機能性

や快適性につ
いて解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・住⽣活と健康に

ついて，課題の
解決に主体的に
取り組もうとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
住⽣活と健康に
ついて，⽣活を
⼯夫し創造し，
実践しようとし
ている。 

 
 
 
 
 
 
・住⽣活と健康に

ついて，課題解
決に向けた⼀連
の活動を振り返
って改善しよう
としている。 

②健康で快
適，安全な
住まい 

1 B(3) 
アイ 

○健康で快適，安全な住⽣活を営
むことができる住居の条件を理
解し，対策ができる。 

〇災害の特徴について知り，災害
意識を⾼める。 

〇災害に強い社会に関⼼をもち，
主体的に災害対策を考える。 

・教科書から快適な住居の条件を
上げ，教室内や⾃宅で対策がで
きることを挙げる。 

・教科書p.167「考えてみよう」
から，家庭内事故の特徴を知
り，事故を防ぐ対策を考える。 

・教科書から⽇本が地震⼤国であ
る理由を確認するとともに，そ
の対策を個⼈（家庭）・地域・
⾏政の⽴場に整理して考える。 

・適切な住居の計
画・管理ににつ
いて理解してい
るとともに，適
切にできる。 

 
・防災などの安全

や環境に配慮し
た住居の機能に
ついて理解して
いる。 

 

・防災などの安
全や環境に配
慮した住⽣活
や住環境につ
いて，解決策
を構想し，実
践を評価・改
善し，考察し
たことを論理
的に表現して
いる。 

③持続可能な
住⽣活 

 

1 B(3) 
アイ 

〇持続可能な住⽣活とはどのよう
なことか考え，そのために私た
ちができることを考える。 

・エネルギー問題について理解
し，環境に配慮した住まい⽅に
ついて考える。 

・住⽣活の費⽤について課題点を
挙げ，解決法を考える。 

・暮らしている町の⽂化性や歴史
性に気付き，景観やまちづくり
を評価できる。 

・教科書p.174「話し合ってみよ
う」から，⾃治体や海外の住宅
政策の事例を調べ，よいと思う
ことをまとめる。 

・p.177「⽣活に⽣かす」で学習
をふり返りまとめる。 

 ・住居と地域社
会との関わり
について，解
決策を構想
し，実践を評
価・改善し，
考察したこと
を論理的に表
現している。 



指導計画・評価規準案（⽣活を⽀える経済）p.178〜189 

 
  

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｃ
１
章 

⽣
活
を
⽀
え
る
経
済 

①収⼊と⽀出 １ C(1) 
アイ 

○家計の収⼊と⽀出（種類・流れ）
について理解する。 

○家計の管理について理解する。 
・どのようにして収⼊を得ている

か挙げる。 
・教科書p.180の給与明細表を参

考に，収⼊・⽀出（消費⽀出，⾮
消費⽀出）について確認する。 

・ライフステージごとの家計の特
徴を知り，⽣涯を⾒通した家計
管理の重要性に気づく。 

 
 
 
・家計の構造につ

いて理解してい
る。 

 

・⽣涯を⾒通した
⽣活における経
済の管理や計画
の重要性につい
て問題を⾒いだ
して課題を設定
している。 

 
 

 
 
 
 
 
・⽣活における経

済の計画につい
て，課題の解決
に主体的に取り
組もうとしてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⽣活における経
済の計画につい
て，⽣活を⼯夫
し創造し，実践
しようとしてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・⽣活における経

済の計画につい
て，課題解決に
向けた⼀連の活
動を振り返って
改善しようとし
ている。 

②貯蓄と負債 ２ C(1) 
アイ 

○貯蓄の⽬的，⽅法について理解
する。 

○ローンの種類・利⼦について理
解する。 

・貯蓄の⽬的は年齢層によって異
なることを知る。 

・貯蓄のさまざまな⽅法を知る。 
・教科書p.184「考えてみよう」か

ら，⽇本の貯蓄率について考え
る。 

・お⾦を借りることについて知
り，借りる際の注意点について
考える。 

・教科書p.185「考えてみよう」か
ら，⾦利の違いについて考える。 

・家計管理につい
て 理 解 し て い
る。 

 

③世界とつなが
る家計 

２ C(1) 
アイ 

○経済のグローバル化について理
解し，⾃⽴した消費者として考
える。 

○家計マネジメントの知識を⾝に
つける。 

・家計と経済の関係を知る。 
・⾦融市場について知り，⾦融商

品を選ぶ３つの視点で選択しリ
スクも考えた上で利⽤すること
が⼤切であることに気づく。 

・私たちの⽣活は国際経済の影響
を受けることを知る。 

・⻑い⼈⽣の中で起こりうるリス
クも考慮し，将来を⾒据えた家
計マネジメントの重要性に気づ
く。 

・⽣活における経
済と社会とのか
かわり，家計管
理について理解
している。 

・⽣涯を⾒通した
⽣活における経
済の管理や計画
について，解決
策を構想し，実
践を評価・改善
し，考察したこ
とを論理的に表
現している。 



指導計画・評価規準案（⽣活を⽀える経済）p.190〜197 

 
  

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｃ
２
章 

消
費
⾏
動
と
意
思
決
定 

①消費⽣活の現
状 

１ C(2) 
アイ 

○消費⽣活の現状について理解す
る。 

○悪質商法の危険性について理解
し対処法を考える。 

・知っている消費者問題について
挙げる。 

・消費者問題の歴史，さまざまな
トラブルについて知る。 

・なぜだまされるのか，なぜだま
すのか，グループで話し合い，
消費者被害を防ぐ⽅法を考え
る。 

 
 
 
・消費者の権利と

責任を⾃覚して
⾏動できるよう
消費⽣活の現状
と課題について
理解している。 

 

・⾃⽴した消費者
として，⽣活情
報を活⽤し，適
切な意思決定に
基づいて⾏動す
ることや責任あ
る消費について
問題を⾒いだし
て課題を設定し
ている。 

 

 
 
 
 
 
・消費⾏動と意思

決定について，
課題の解決に主
体的に取り組も
うとしている。 

 
 
 
 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
消費⾏動と意思
決定について，
⽣活を⼯夫し創
造し，実践しよ
うとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・消費⾏動と意思

決定について，
課題解決に向け
た⼀連の活動を
振り返って改善
しようとしてい
る。 

②消費⽣活の落
とし⽳ 

１ C(2) 
アイ 

○消費⽣活の特徴と問題点につい
て理解する。 

○キャッシュレス決済のしくみ，
問題点について理解する。 

・情報リテラシーについて知り，
その重要性に気づく。 

・契約について知る。 
・クレジットカードのしくみを知

り，利⽤上の留意点を考える。 
・教科書p.195「話し合ってみよ

う」から，キャッシュレス社会
のメリット，デメリットにいて
考える。 

・消費者の権利と
責任を⾃覚して
⾏動できるよう
消費⾏動におけ
る意思決定や契
約の重要性につ
いて理解すると
ともに，⽣活情
報 を 適 切 に 収
集・整理できる。 

 

③⾏動する消費
者 

１ C(2) 
アイ 

○消費にかかわる法律や制度につ
いて理解する。 

○消費者の権利と責任について理
解する。 

・購⼊した商品に⽋陥があったと
きどうするか，発表する。 

・消費にかかわる法律や制度につ
いて知る。 

・消費者の権利と責任を知り，⾃
⽴した消費者について⾃分の意
⾒をまとめる。 

・消費者の権利と
責任を⾃覚して
⾏動できるよう
消費者保護の仕
組みについて理
解している。 

・⾃⽴した消費者
として，⽣活情
報を活⽤し，適
切な意思決定に
基づいて⾏動す
ることや責任あ
る 消 費 に つ い
て，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表現してい
る。 



指導計画・評価規準案（持続可能なライフスタイルと環境）p.198〜205 

 
  

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｃ
３
章 

持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境 

①消費⽣活の裏
側で 

１ C(3) 
アイ 

○環境に与える影響について理解
する。 

・なぜ海外でつくられた服が多い
のか，理由を挙げる。 

・消費⽣活の裏側で起きているさ
まざまな問題について知り，⾃
分の消費⾏動と関連させて考え
る。 

・⽣活と環境との
かかわりについ
て 理 解 し て い
る。 

 

・持続可能な社会
を⽬指して主体
的に⾏動できる
よう，安全で安
⼼な⽣活と消費
について問題を
⾒いだして課題
を 設 定 し て い
る。 

 
 
 
・持続可能なライ

フスタイルと環
境について，課
題の解決に主体
的に取り組もう
としている。 

 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
持続可能なライ
フスタイルと環
境について，⽣
活を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

 
 
・持続可能なライ

フスタイルと環
境について，課
題解決に向けた
⼀連の活動を振
り返って改善し
よ う と し て い
る。 

②消費者として
取り組む 

１ C(3) 
アイ 

○持続可能な社会を⽬指した国際
的な取り組みとその重要性につ
いて理解する。 

・SDGsの⽬標12について知る。 
・教科書p.200から，飢餓⼈⼝増加

の理由について話し合う。 
・環境負荷を低減する企業や⾏政

の取り組みを知り，家庭や個⼈
で取り組めることは何か具体的
に考える。 

・持続可能な消費
について理解し
ている。 

 

③持続可能な社
会とライフス
タイル 

１ C(3) 
アイ 

○持続可能な社会を⽬指したライ
フスタイルを考える。 

・地球環境問題への取り組みの変
遷を知る。 

・持続可能な社会を⽬指したライ
フスタイルについて話し合い，
⾃分の意⾒をまとめる。 

・教科書p.205「⽣活に⽣かす」で
消費⽣活と持続可能な社会の学
習をふり返りまとめる。 

・持続可能な社会
へ参画すること
の意義について
理解している。 

・持続可能な社会
を⽬指して主体
的に⾏動できる
よう，安全で安
⼼な⽣活と消費
について，解決
策を構想し，実
践を評価・改善
し，考察したこ
とを論理的に表
現している。 



指導計画・評価規準案（リアルな課題で⽣活設計）p.206〜213 

 
  

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

リ
ア
ル
な
課
題
で
⽣
活
設
計 

リアルな課題で
⽣活設計 

1 A(1) 
アイ 

○⽣活設計を考えるための⽣活資
源について考える。 

〇キャリアを⾒通すために必要な
職業選択について考える。 

・将来どのような⼈⽣を送りたい
か考え，10年後の⾃分について
思い描く。 

・さまざまな⽣活リスクについて
考え，⼈⽣で遭遇すると思われ
る例を挙げる。 

・共⽣社会と社会保障の関係につ
いて理解を深める。 

・教科書p.211「話し合ってみよ
う」から，⾝近な社会保障制度
や将来の⽣活設計について考え
る。 

・教科書p.212-213から，尊敬でき
る点，⾒習いたい点などを⾃由
に話し合う。また，活⽤してい
る⽣活資源について挙げ，⾃分
⾃⾝に必要な⽣活資源について
考える。 

・⾃⽴した⽣活を
営むために必要
な情報の収集・
整理を⾏い，⽣
涯を⾒通して，
⽣活課題に対応
し意思決定をし
ていくことの重
要性について理
解 を 深 め て い
る。 

 

・⽣涯を⾒通した
⾃⼰の⽣活，ラ
イフスタイルと
将来の家庭⽣活
および職業⽣活
について問題を
⾒いだして課題
を 設 定 し て い
る。 

 
 
・ライフスタイル

と将来の家庭⽣
活および職業⽣
活について，解
決策を構想し，
実践を評価・改
善し，考察した
ことを論理的に
表現している。 

 
 
 
・⽣涯の⽣活設計

について，課題
の解決に主体的
に取り組もうと
している。 

 
 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
⽣涯の⽣活設計
について，⽣活
を ⼯ 夫 し 創 造
し，実践しよう
としている。 

 
 
・⽣涯の⽣活設計

について，課題
解決に向けた⼀
連の活動を振り
返って改善しよ
うとしている。 



指導計画・評価規準案（ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動）p.214〜219 

 
 

題材 時数 指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Ｄ 

ホ
ム
プ
ロ
ジ
ク
ト
と
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動 

ホームプロジェ
クトと学校家庭
クラブ活動 

(6) D 
アイ 

○家庭⽣活や地域の⽣活を関連づ
けて⽣活上の課題を設定し，解
決⽅法を考える。 

〇計画を⽴てて実践することを通
して⽣活を科学的に探究する⽅
法や問題解決の能⼒を⾝につけ
る。 

（実施前） 
・これまでに学んだ知識や技術を

家庭⽣活に役⽴てるために，ど
のような課題があるか挙げる。 

・挙げた中から⾃分⾃⾝の課題を
決める。 

・課題の問題解決にあたっての実
施計画をまとめる。 

・実施計画に基づいて情報収集な
どのを⾏う。 

（実施後） 
・実践結果や調査結果をまとめ

る。 

・ホームプロジェ
クトおよび学校
家庭クラブ活動
の意義と実施⽅
法について理解
をしている。 

 

・⾃⼰の家庭⽣活
や地域の⽣活に
ついて問題を⾒
いだして課題を
設定している。 

 
 
・⾃⼰の家庭⽣活

や地域の⽣活を
関連づけて⽣活
上の課題を設定
し，解決策を構
想し，実践を評
価・改善し，考察
したことを論理
的に表現してい
る。 

 
 
・ホームプロジェ

クトと学校家庭
クラブ活動につ
いて，課題の解
決に主体的に取
り組もうとして
いる。 

 
 
・よりよい社会の

構築に向けて，
ホームプロジェ
クトと学校家庭
クラブ活動につ
いて，⽣活を⼯
夫し創造し，実
践しようとして
いる。 

 
 
・ホームプロジェ

クトと学校家庭
クラブ活動につ
いて，課題解決
に向けた⼀連の
活動を振り返っ
て改善しようと
している。 

  この資料は，⼀般社団法⼈教科書協会「教科書発⾏者⾏動規範」に則って作成，配布しております。 


